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◎ 認定試験及び第 13回バイ・ディジタルＯ－リングテスト医学会報告 
大村恵昭先生が来日され、2003年 7月 12日（土）に認定試験事前セミナー、７月 13日
（日）に認定試験が行われ、７名の先生が初段の試験を、２名の先生が昇段試験を受けら

れました。2003年７月 19日（土）～21日（月）は、東京大学山上会館でベーシック・セ
ミナー並びに第 13回バイ・ディジタルＯ－リングテスト医学会が開催されました。ベーシ
ック・セミナーは、参加者が 70名余、医学会の参加者は 100名を超えて活発な討議がなさ
れました。認定証授与では、福岡明先生、岡宗由先生、加藤紘一先生が３段の認定証を、

川嶋洋士先生、松原利光先生、広部千恵子先生、堀内信子先生、竹谷徳雄先生、前田華朗

先生、大畑直輝先生、大畑桂子先生、麻生智洋先生、遠藤三郎先生、出口一樹先生、宮原 

孝先生に初段の認定証が授与されました。 

      Drug Interaction Testのやり方の説明 
アスパルテームを用いた Ponsのイメージング 
腎臓のイメージングと針金を巻いて、X線写真を撮り、一致度のチェック 

 
参加者同士で、グレーディングのやり方の練習 

 
輪ゴムを腕に巻いて、簡易的に循環障害を作

り、正常な所と異常な所でのグレーディングの

数え方の練習 
 
 
 



※腎臓のイメージングは、受験者の先生が大村恵昭先生の指を引いて、他の先生の腎臓を

マップするのですが、３名の先生がほとんど完全なマッピングができました。 
大村恵昭先生の一番強い指で作ったＯリングを、検者の先生の一番弱い指で作ったＯリ

ングで水平に一直線に引く事、電極を斜めに当てたりしないで、垂直に当てること等の基

本的な手技を正しくマスターしている先生が、正確にマッピングできたとの大村恵昭先生

の講評でした。 

 
ベーシック・セミナーでの LC resonance circuitを用いた共鳴現象の説明とﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ 

 
参加者同士でのｸﾞﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞの練習     膵臓のイメージングとウイルス・細菌・金属の定量 

医学会の開会式で挨拶される山村秀夫先生   Substance Zの座談会（大村恵昭先生・福田恵温氏） 
 



統合医療について講演される梶原拓 岐阜県知事 

統合医療について講演される渥美和彦 JACT理事長 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

認定証を受け取り挨拶される新認定医の先生達 
 
閉会の挨拶をされ

る加藤紘一先生 
 
 
 
 
 
 
 



◎大村恵昭先生のトピックス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

pox virusに感染した患者の写真    0.5mgの L-homocystineを用いた screeningの図 

 
 
 
   赤色 LEDと舌の表と裏に赤色 LEDを照射した Selective Drug Uptake Enhancement 

舌の裏の臓器代表領域  Cilantro、EPA/DHA、ｻﾜｼﾘﾝ、TJ-10、Substance Z+気功紙で治療された症例 
① Substance Zは、SARS virusだけでなく、Pox Virusに対しても EPA/DHAとの併用
で効果がありそうだということ 
② 0.5mgの L-homocystineを用いて、感染症の screeningができることの紹介 
 この図は、近々、大村恵昭先生が論文にされ、学術誌 Int. J. of Acupuncture & 

Electro-Therapeuticsに掲載される予定です。 
③ Selective Drug Uptake Enhancementの新しい方法の紹介 
 写真のように、赤色 LEDを舌の表側と裏側の臓器代表領域に（１～）2min照射する
と、Selective Drug Uptakeの持続時間が４～６時間あるそうです。手の臓器代表領域を 10min
～15min刺激する、しかも両手をマッサージするよりは、患者さんの負担は少なく、効果



があげれると思います。 
④ニューヨークの講習会で重金属沈着、β-Amyloid(1-42)髙値、Chlamydia trachomatis感
染、Mycobacterium Tuberculosisの感染のある患者を２日間で治療した体験の紹介 
治療効果を早めるために、頭部に気功紙が貼ってあります。 
⑤小腸の臓器代表領域について 
 ４月の来日時でも紹介されましたが、両手の小腸の臓器代表領域をマッサージするこ

とで、癌のパラメーターは低下して、Acethylcholineは上昇する。癌の Telomereは減少し、
正常の Telomereは増加するという現象が起きます。片手を 5minずつマッサージし、薬を
飲んだ後、刺激するとよいです。小腸の機能が落ちている人では、持続時間が短いですが、

通常、４～６時間持続するので、１日４回刺激するとよいでしょう。小腸から抗癌作用の

ある物質が出ているが、パイエル板（Peyer’s patch）が関連しているであろうということま
で、Ｏ－リングテストでわかっているとのことです。 

⑥2003年 10月 16日（木）～10月 19日（日）に、ニューヨークの Columbia University
で第 19回国際鍼・治療学会が開催されます。是非、日本の会員の先生も参加して発表して
ほしいとのことです。 

 
◎総会決定事項の報告 
① これまで、認定試験の受験資格が会員歴４年以上、受講時間が 150時間以上でしたが、 
  会員歴２年以上、受講時間が 150時間以上に変更になりました。 
② 昨年、薬剤師及び看護士の入会が可能になりましたが、放射線技師等の国家資格を持
った人、科学技術の研究者等も、それぞれの免許の範囲内でＯ－リングテストを運用

するということで、入会可能となりました。 
③ 2004年は、早稲田大学国際会議場井深ホールで第６回国際シンポジウムが開催され
ます。海外からの講演者は、大村恵昭先生に一任されますが、日時等の詳細が決定次

第、お知らせします。国際会議は、会員以外の一般の人でも参加可能で、会員の参加

費が４万円とすると５万円の参加費（但し、オブザーバーとしての参加で、会議中に

質問はできない）で参加可能とする。 
④ 国際会議の時に、市民公開講座も行う。 
⑤ 会員名簿を会員の間だけで、部外者に流さないということで、会員名簿を発行すると
いうことが決定しておりますが、協会の方から、名簿に名前を載せるかどうか、住所

は載せないで、e-mailのみ掲載する等のアンケートをとりますので、御協力下さい。 
 
 
 
 
 


